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梅
干
し
と
鰻

は
お
腹
を
壊
す

か
ら
一
緒
に
食

べ
て
は
い
け
な

い
―
―
。
昔
か
ら
よ
く
言
わ

れ
て
き
た
食
べ
合
わ
せ
の
タ

ブ
ー
。
最
近
で
は
聞
か
な
く

な
っ
た
。
そ
の
多
く
が
迷
信

で
あ
り
、
科
学
的
根
拠
が
無

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

食
べ
合
わ
せ
の
タ
ブ
ー
は

民
間
伝
承
的
に
広
ま
っ
た
流

言
だ
が
、
科
学
が
否
定
し
な

け
れ
ば
確
か
に
信
じ
て
し
ま

い
そ
う
だ
。
人
間
は
元
来
デ

マ
に
騙
さ
れ
や
す
い
。
現
代

社
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
様
々
な
情
報
が
飛

び
交
い
、
何
が
真
実
か
わ
か

り
に
く
い
か
ら
な
お
一
層
注

意
が
必
要
だ
。
特
に
政
治
に

お
い
て
は
意
図
的
に
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
輩

が
い
る
か
ら
た
ち
が
悪
い
。

高
度
な
情
報
社
会
を
生
き
る

我
々
は
、
洪
水
の
よ
う
に
あ

ふ
れ
る
情
報
の
中
か
ら
正
し

い
情
報
を
選
択
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
梅
干
し
と
牛
乳

を
一
緒
に
摂
取
す
る
と
消
化

不
良
を
引
き
起
こ
す
そ
う

だ
。
―
―
嘘
で
あ
る
。

　

デ
マ
に
振
り
回
さ
れ
な
い

た
め
に
は
、
情
報
の
真
偽
を

疑
い
、
地
道
に
調
べ
、
学
ん

で
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。 （
Ｓ
）

ご
案
内
※
申
し
込
み
は

　

協
会（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）ま
で

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
総
会
市
民
講
座

「
人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
大
事
に
過
ご
す

―
患
者
と
家
族
に
寄
り
そ
う
在
宅
医
療
」

【
日
時
】
６
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
連
絡
会
総
会　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
講
師
】 

大
井
通
正
氏
（
医
療
生
協
八
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
長
）

【
会
費
】
無
料　
　

【
定
員
】
１
０
０
人

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」

６
・
６
歯
科
総
決
起
集
会

【
日
時
】
６
月
６
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

※ 

午
前
７
時
頃
の
新
幹
線
に
乗
車
し
、
団
体
で
行
動
し

ま
す
。

※ 

当
日
は
、
集
会
を
前
後
し
て
国
会
議
員
要
請
に
取
り

組
み
ま
す
。

※ 

往
復
新
幹
線
チ
ケ
ッ
ト
と
昼
食
代
（
５
千
円
）
は
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

制
度
の
改
悪
を
行
い
被
保
険

者
本
人
へ
の
１
割
負
担
を
導

入
し
（
84
年
）、
ま
ず
は
、

負
担
引
き
上
げ
に
よ
る
需
要

抑
制
に
よ
る
医
療
費
削
減
を

先
行
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
臨
調
行
革
下
の

医
療
費
削
減
は
、
医
療
提
供

体
制
の
再
編
、
予
防
対
策
の

強
化
を
含
む
総
合
的
な
医
療

費
削
減
を
め
ざ
す
点
で
従
来

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
。
こ
の
う
ち
医
療
提
供
体

制
の
再
編
に
よ
る
医
療
費
削

減
の
手
段
と
な
っ
た
の
が
、

他
な
ら
ぬ
医
療
法
改
正
で
あ

る
。
医
療
法
は
、
医
療
施
設

の
人
員
・
施
設
基
準
の
創
設

な
ど
施
設
法
的
な
性
格
を
持

つ
法
律
と
し
て
48
年
に
創
設

さ
れ
た
が
、
一
度
も
改
正
さ

れ
な
い
で
き
た
。
し
か
し
、

受
け
て
同
年
に
は
厚
労
省
に

「
医
療
費
適
正
化
対
策
総
合

推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

医
療
費
削
減
政
策
が
具
体
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
最
初
に
手

を
付
け
ら
れ
た
の
が
、
老
人

医
療
制
度
の
改
悪
だ
。
無
料

化
が
医
療
費
増
大
を
招
い
て

い
る
と
し
て
無
料
化
を
廃
止

（
老
人
保
健
法
の
制
定
、
83

年
）、
次
い
で
、
医
療
保
険

　

医
療
費
削
減
政
策
が
本
格

化
す
る
の
は
、
臨
調
行
革
の

時
期
、
具
体
的
に
は
１
９
８

０
年
以
降
で
あ
る
。「
増
税

な
き
財
政
再
建
」
を
掲
げ
、

歳
出
削
減
に
大
ナ
タ
を
振
る

う
第
二
臨
調
（
第
二
次
臨
時

行
政
調
査
会
、
以
下
「
臨

調
」）
が
、
本
格
的
な
医
療

費
削
減
へ
と
動
き
出
す
。
臨

調
第
二
次
答
申
（
82
年
）
を

医
療
提
供
体
制
、
つ
ま
り
は

医
療
供
給
の
側
か
ら
も
医
療

費
削
減
を
進
め
よ
う
と
す
れ

ば
、
医
療
法
改
正
が
必
要
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
改
正
に
踏
み
出
し
た

の
が
、
86
年
の
第
一
次
医
療

法
改
正
で
あ
る
。
以
後
、
医

療
法
改
正
は
現
在
ま
で
に
、

第
二
次
（
96
年
）、
第
三
次

（
97
年
）、
第
四
次
（
２
０

０
０
年
）、
第
五
次
（
06

年
）、
第
六
次
（
14
年
）
と

改
正
を
重
ね
て
き
た
。
第
一

次
改
正
以
降
、
医
療
法
は
、

単
に
従
来
の
医
療
施
設
の
基

準
を
定
め
る
法
律
で
は
な

く
、
政
府
の
医
療
政
策
を
進

め
る
た
め
の
医
療
施
設
再

編
、
具
体
的
に
は
、
病
床
削

減
、
医
療
機
能
の
分
化
等
に

よ
る
「
効
率
的
な
」
医
療
提

原
稔
氏
・
北
大
阪
地
区
）
―

の
発
言
が
あ
り
、
小
澤
理
事

長
が
答
弁
し
た
。

　

２
号
議
案
（
18
年
度
決
算

報
告
案
、
監
査
報
告
）、
３

号
議
案
（
19
年
度
予
算
案
）

を
三
井
泰
正
副
理
事
長
が
報

告
。
施
設
基
準
に
係
る
研
修

会
を
理
由
と
し
た
入
会
が
相

　

協
会
は
、
第
55
回
通
常
評

議
員
会
で
２
０
１
９
年
・
20

次
ぎ
、
入
会
金
、
会
費
収
入

が
目
標
を
超
過
達
成
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

４
号
議
案
（
理
事
、
監
事

の
選
出
）
を
戸
井
逸
美
副
理

事
長
が
提
案
し
た
。

　

各
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
賛
成

多
数
で
可
決
。
最
後
に
決
議

案
を
採
択
し
た
。

年
の
理
事
・
監
事
を
選
出
し

た
こ
と
を
受
け
、
同
日
夜
に

第
３
回
理
事
会
を
開
き
、
理

事
長
に
小
澤
力
氏
（
66
）
を

再
任
し
た
。
小
澤
理
事
長

は
、
５
期
目
と
な
る
。
副
理

事
長
は
第
４
回
理
事
会
で
選

出
、
決
定
す
る
予
定
。

供
体
制
の
確
立
と
い
う
名
の

医
療
提
供
体
制
の
削
減
の
た

め
の
法
律
へ
と
性
格
を
大
き

く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
医
療
法
改
正

の
内
容
を
実
質
化
す
る
た
め

の
診
療
報
酬
改
定
と
一
体
と

な
っ
て
、
政
策
誘
導
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
六
次
に
わ
た

る
医
療
法
改
正
は
、
医
療
保

保
険
制
度
な
ど
医
療
費
削
減

政
策
と
の
関
連
も
踏
ま
え
る

と
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
時
期

に
区
分
で
き
る
。
第
一
期

は
、
臨
調
行
革
下
の
第
一
次

改
正
か
ら
第
三
次
ま
で
、
第

二
期
は
、
医
療
構
造
改
革
の

も
と
で
の
第
四
か
ら
第
五
次

ま
で
、
第
三
期
は
、
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
の
も
と
で

の
第
六
次
以
降
現
在
ま
で
で

あ
る
。
次
回
は
、
各
時
期
の

具
体
的
な
内
容
と
特
徴
を
取

り
上
げ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

第
３
回
理
事
会

医
療
守
る
運
動
の
先
頭
に
立
つ

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
発
展
へ
決
議

第55回通常評議員会

提供体制再編で　　
医療費削減を目論む

理
事
長
に
小
澤
力
氏

全議案を賛成多数で可決した第55回通常評議員会＝18日、Ｍ＆Ｄホール

　

協
会
は
18
日
、
第
55
回
通
常
評
議
員
会
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
▽
２
０
１
７

・
18
年
度
活
動
ま
と
め
▽
19
・
20
年
度
活
動
方
針
▽
18
年
度
決
算
▽
19
年
度
予
算
▽

理
事
・
監
事
の
選
出
―
―
な
ど
の
議
案
を
可
決
。
①
社
会
保
障
削
減
を
許
さ
ず
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
を
発
展
さ
せ
る
②
憲
法
を
守
り
、
生
か
し
改
憲
を
許
さ

な
い
―
―
と
す
る
両
決
議
案
を
採
択
し
た
。
平
川
光
彦
氏
が
議
長
を
、
張
村
善
紀
・

南
端
理
伸
両
氏
が
副
議
長
を
務
め
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
澤

力
理
事
長
は
、「
医
療
・
福

祉
、
国
民
の
く
ら
し
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
協
会
は
国
民

の
受
療
権
と
会
員
の
経
営
、

権
利
を
守
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
す
。
次
期
改
定
に
向

け
、
５
月
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
『
保
険
で
良
い
歯
科
』

署
名
に
広
く
協
力
を
呼
び
か

け
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

１
号
議
案
（
情
勢
、
17
・

18
年
度
活
動
ま
と
め
、
19
・

20
年
度
活
動
方
針
案
）
を
提

案
し
た
冨
本
昌
之
副
理
事
長

は
、「
社
会
保
障
の
改
悪
が

進
め
ら
れ
る
な
か
、
協
会
は

社
会
保
障
制
度
を
充
実
・
発

展
さ
せ
、
会
員
の
経
営
・
権

利
、
憲
法
と
平
和
、
民
主
主

義
を
守
る
こ
と
を
柱
に
運
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と
協

会
活
動
を
総
括
。
活
動
方
針

で
は
、
▽
会
員
の
権
利
と
経

営
を
守
る
運
動
▽
社
会
保
障

制
度
を
守
り
、
拡
充
す
る
運

動
▽
住
民
本
位
の
暮
ら
し
、

い
の
ち
、
健
康
を
守
り
、
発

展
さ
せ
る
活
動
▽
憲
法
と
平

和
・
民
主
主
義
を
守
る
活
動

▽
会
員
が
頼
れ
る
大
き
な
協

会
づ
く
り
―
―
の
５
つ
の
柱

を
示
し
た
。

　

質
疑
と
し
て
、
▽
憲
法
と

社
会
保
障
を
守
る
運
動
の
今

後
（
玉
川
明
弘
氏
・
大
阪
市

東
部
地
区
）
▽
ス
ト
ッ
プ
患

者
負
担
増
署
名
の
経
験
（
宮

本
浩
子
氏
・
東
部
地
区
）
▽

大
阪
医
療
研
の
成
功
を
（
福

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

　

政
府
は
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
を
大
義
名
分
に
、
医

療
費
削
減
を
推
進
し
て
き
た
。
歴
代
政
府
が
取
り
組
ん
で

き
た
医
療
費
削
減
政
策
は
医
療
法
改
正
で
ど
の
よ
う
に
制

度
化
さ
れ
て
き
た
の
か
、
横
山
壽
一
佛
教
大
学
教
授
に
解

説
い
た
だ
い
た
（
全
３
回
）。
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医
療
法
改
定
の
歴
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と

　
　
　
　
　
医
療
費
削
減
政
策

佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
・
横
山
壽
一 １


